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犠牲となった建設労働者・職人の御霊に献花
　

【
県
・
教
宣
部
長
・
髙
橋
博

文
】
「
原
爆
の
日
」
前
日
の
８

月
５
日(

火)

、
広
島
市
・
平
和

公
園
元
安
橋
東
詰
の
慰
霊
碑
前

で
、
第
38
回
原
爆
犠
牲
建
設
労

働
者
・
職
人
の
碑
慰
霊
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
節
目
の
年

に
あ
た
る
今
年
、
全
国
か
ら
85

人
が
参
列
し
、
犠
牲
と
な
っ
た

仲
間
た
ち
に
静
か
で
厳
か
な
祈

り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
隔
年
開
催
の
「
職
人

の
つ
ど
い
」
が
な
い
年
に
あ
た

り
ま
し
た
が
、
終
戦
80
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
中
、

参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
思
い
を

込
め
、
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　

開
式
の
辞
の
あ
と
、
原
爆
の

犠
牲
と
な
っ
た
仲
間
の
冥
福
を

祈
っ
て
全
員
で
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
献
花
、
献
水
、
折
鶴
の
献

納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も

県
内
外
か
ら
多
く
の
思
い
が
寄

学
ん
だ
教
訓
を
語
り
継
ぐ

せ
ら
れ
、
45
の
名
水
と
１
２
０

２
０
５
羽
の
折
鶴
が
慰
霊
碑
前

に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
・

小
倉
書
記
長
が
、
鈴
木
貴
雄
中

央
執
行
委
員
長
の
慰
霊
の
言
葉

と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代

読
。
２
０
２
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
日
本
被
団

協
の
取
り
組
み
に
触
れ
、
「
核

兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現

を
、
対
話
を
通
じ
て
世
界
に
訴

え
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
」
を

語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
核

兵
器
廃
絶
な
く
し
て
平
和
は
望

め
な
い
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
立
場
の
異
な
る
国
々

の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
強
く
願
う
」
と
、

日
本
政
府
の
姿
勢
に
対
し
行
動

を
促
す
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
ま
し
た
。

　

広
島
建
労
・
原
委
員
長
は
、

　

【
県
・
社
保
対
部
長
・
平
木

辰
明
】
今
春
取
り
組
ん
だ
「
厚

生
労
働
省
宛
て
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
」
で
は
、
広
島
建
労
か
ら
２

万
３
６
１
７
枚
の
要
請
ハ
ガ
キ

を
投
函
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員

を
は
じ
め
、
地
連
事
務
所
、
組

合
員
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
設
国
保
は
、
補
助
金
の
法

的
な
位
置
づ
け
が
弱
く
、
市
町

村
国
保
で
は
補
助
制
度
が
「
補

助
す
る
」
と
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
国
保
組
合
は

「
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
法
律
上
不
安

定
な
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
へ
の
要
求
は
、

あ
く
ま
で
も
「
概
算
」
で
あ
り
、

財
務
省
は
こ
の
内
容
を
精
査
し

た
上
で
補
助
金
を
圧
迫
し
て
く

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
広
島
建
労
が
加
盟
す
る
全

建
総
連
全
体
で
獲
得
し
た
「
概

算
要
求
の
現
行
補
助
水
準
」
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
全
国
の
建

設
業
の
仲
間
と
と
も
に
財
務
省

へ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
を
一
斉

に
行
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
は
、
私
た

ち
の
存
在
と
要
求
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
国
保
組
合
制
度
の
必

要
性
や
「
自
分
た
ち
の
建
設
国

保
」
と
し
て
私
た
ち
が
ど
れ
だ

け
運
営
努
力
を
し
て
い
る
か
を

訴
え
る
重
要
な
機
会
で
す
。
そ

し
て
、
建
設
国
保
に
対
す
る
現

行
補
助
水
準
の
確
保
を
強
く
求

め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
要
請
行
動
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
省
の
国
保
課
長
か
ら

は
「
全
国
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
方
か
ら
多
く
の
ハ
ガ
キ
が
届

き
、
目
を
通
し
た
。
建
設
国
保

は
命
と
健
康
を
守
る
大
切
な
制

度
と
い
う
思
い
を
、
ぜ
ひ
制
度

な
り
予
算
な
り
で
形
に
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

財
務
省
や
厚
労
省
で
は
、
私

た
ち
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
担
当
部

署
の
職
員
が
１
枚
１
枚
確
認
し

て
い
ま
す
。
建
設
国
保
を
守
る

た
め
、
全
国
の
建
設
業
の
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
、
私
た
ち
の
要

求
を
し
っ
か
り
届
け
ま
し
ょ
う
。

　

要
請
文
は
「
自
筆
」
で
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
な
ど
を
使
用
し
、
記
入

見
本
を
参
考
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

要
請
ハ
ガ
キ
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

差
出
人
の
住
所
は
、
広
島
県
か
ら
。

表
面
に
書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
私
は
広
島
県
で
鉄
筋
工
を
し
て
い
ま
す

建
設
国
保
は
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

大
切
な
制
度
で
す
。

　
私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は

現
行
補
助
水
準
確
保
、
拡
充
し
て
下
さ
い
。

広
島
県
広
島
市
西
区
横
川
新
町
八-

十
二

建

設

太

郎

組・

合・

員・

さ・

ん・

の・

職・

種・

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

「
建
設
業
」
は
職
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
38
回
慰
霊
祭

平和への強い願い
を語る原委員長

　

ま
た
、
原
委
員
長
は
、
戦
争

が
続
く
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

ス
ー
ダ
ン
と
い
っ
た
地
域
に
も

触
れ
、
「
世
界
各
地
で
起
き
て

い
る
戦
争
や
侵
略
を
一
刻
も
早

く
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
、
強
く

求
め
ま
す
」
と
、
平
和
へ
の
強

い
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

１
９
８
８
年
、
全
建
総
連
の

仲
間
に
よ
る
浄
財
で
建
立
さ
れ

た
こ
の
慰
霊
碑
の
前
で
、
参
列

者
は
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
意
を

改
め
て
心
に
刻
み
、
過
ち
を
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
80
年
と
い
う
長
い

歳
月
を
経
て
も
、
被
爆
地
・
広

島
か
ら
発
せ
ら
れ
る
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
今
も
揺
る
ぎ

な
く
響
き
続
け
て
い
ま
す
。

犠
牲
と
な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
に
深
く
哀
悼
の
意

を
示
す
と
と
も
に
、
こ
う
語
り

ま
し
た
。

　

「
再
び
原
水
爆
に
よ
る
惨
禍

が
地
球
上
の
ど
こ
で
も
起
こ
ら

ぬ
よ
う
、
私
た
ち
は
世
界
に
向

け
て
平
和
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
信

し
ま
す
。
私
た
ち
日
本
国
民
は
、

被
爆
国
と
し
て
、
原
爆
投
下
と

い
う
悲
劇
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
恐
ろ
し
さ

と
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
、

次
の
世
代
へ
と
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
す
」

集
計
結
果
は

ま
た
お
知
ら
せ

す
る
か
ら
ね
～

組合加入応援企画
1 実施期間
　2025年12月24日(水)12時まで
2 企画対象者
　実施期間中に組合加入手続きを完了した方
3 手続きの流れ
①広島建労LINE公式アカウント
「友だち追加」するとクーポンを発行

②新規加入者が組合加入手続きの際、
地連窓口でクーポンを提示

③毎月、企画対象者を集約し、1,000円分の
クオカードを郵送でプレゼント

財
務
省
宛

要請
ハガキの
書き方
見本

組
合
加
入
時
に
広
島
建
労

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ「
友
だ
ち
追
加
」

で
も
ら
え
る
ク
ー
ポ
ン
提

示
で
千
円
分
の
ク
オ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

原爆犠牲

建設労働者・職人の碑

終戦80年

節
目
の
年
に
、

変
わ
ら
ぬ

　
祈
り
を
捧
ぐ

今年も
実施!

2025年（令和7年）9 月 10 日 発行第 812 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（1）



広島建労のホームページ URL:https://hiro-ken.com/　メールアドレス E-mail:hiroshimakenrou＠hiro-ken.com

　安全意識の向上と普及を目指すため、今年も下記の要項に沿って「労働安全標語」募集
し、最優秀作品は来年度の広島建労安全対策部スローガンにします。ぜひご応募ください。
■内　　容：労働安全に関する標語
■文 字 数：できるだけ分かりやすい表現で簡潔なもの
■応 募 先：各地連事務所(県本部へ投稿があった場合、地連事務所へ転送)
■募集期間：8月～11月末日まで
■謝　　礼：最優秀1本5千円・優秀1本3千円・佳作3本2千円(商品券にて)
■応募資格：組合員さんと、そのご家族(1人1作品まで)
■選　　考：12月初旬
※入賞作品5本は、全建総連「労働安全標語募集」
企画に、広島建労の代表作品として応募します。

問題：組合員がケガや病気で仕事を休んだ場
合、給付金は一日いくら支給されるでしょ
う？　次の中から選んで下さい。
①￥3,000-　②￥4,000-　③￥5,000

ヒントは、広島建労ホームページの
「組合共済」ページにあるよ！
【応募方法】
クイズの答えと、今月の｢広建新報｣への一言感想(必須)をそ
えて、以下のいずれかの方法でご応募ください。(締め切り
は2025年9月30日(火)[消印有効])
1）FAXで応募：所属地連事務所へ｢①クイズの答え、②今月
の｢広建新報｣についてのひとこと感想、③郵便番号、④住所、
⑤氏名、⑥電話番号、⑦所属地連名｣をFAX送信
2）ハガキで応募：ハガキに①～⑦を明記し、広島建労教宣部
(〒733-0013　広島市西区横川新町8-12)宛に郵送(消印有効)
3）Googleフォームで応募：記事右のQRコードを読み
取って、Googleフォームから簡単に応募できるよ！

「労働安全標語」を募集

★広島建労クイズ★

　

【
県
・
住
対
部

長
・
渡
邉
朝
展
】

７
月
21
日
（
月
・

海
の
日
）
、
広
島

建
労
会
館
に
お
い

て
、
住
宅
対
策
部

主
催
に
よ
る
学
習

会
を
開
催
し
、
受

講
者
21
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
回

は
、
住
宅
対
策
部

専
門
委
員
会
で
学

習
会
開
催
の
要
望

を
受
け
、
今
年
４

月
に
改
正
さ
れ
た

建
築
基
準
法
お
よ

び
建
築
物
省
エ
ネ

法
へ
の
対
応
と
、

補
助
制
度
を
活
用

し
た
住
宅
施
策
と

な
る
「
住
宅
省
エ
ネ
２
０
２
５

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
企

画
し
、
講
師
に
は
株
式
会
社
ス

ガ
ノ
の
代
表
取
締
役
社
長
・
三

原
聖
史
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
確
認
申
請
制

度
の
変
更
点
や
リ
フ
ォ
ー
ム
時

の
申
請
範
囲
、
省
エ
ネ
基
準
へ

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
の
解
説

に
加
え
、
「
子
育
て
グ
リ
ー
ン

住
宅
支
援
事
業
」
「
先
進
的
窓

リ
ノ
ベ
事
業
」
「
給
湯
省
エ
ネ

事
業
」
な
ど
の
具
体
的
な
補
助

金
制
度
の
概
要
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
か
ら
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
に
あ
た
り
、

施
主
へ
補
助
内
容
を
丁
寧
に
伝

え
た
上
で
提
案
す
る
力
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
と
の
指
摘
も

あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
仕
様
表
に

お
け
る
鉄
筋
の
記
載
方
法
や
、

大
規
模
修
繕
に
お
け
る
確
認
申

請
の
要
否
、
補
助
金
の
対
象
に

防
蟻
処
理
を
含
め
て
ほ
し
い
な

ど
、
現
場
に
直
結
す
る
具
体
的

な
質
問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
講

師
か
ら
は
明
確
か
つ
実
践
的
な

回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
原
氏
の
講
演
は
、
組
合
員

の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
、
参
加
者
か
ら

は
「
実
務
に
す
ぐ
活
か
せ
る
」

「
制
度
の
全
体
像
が
つ
か
め
た
」

な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
終
了
後
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
の
満

足
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
今
後
も
学
習
会
の
開
催
を

希
望
す
る
声
が
多
け
れ
ば
、
来

年
度
以
降
の
継
続
開
催
も
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　広島県内の中小建設業者を対象に、労働環境の改善や資格取得・新規雇用の拡大な
どの取り組みに要した経費の一部を助成する制度です。
■助成対象経費と内容
・労働環境改善経費：女性専用施設(トイレ、更衣室、シャワー室、休憩室等)、
熱中症対策備品、大型冷風機や暖房器具などの新設・改修・購入経費(10万円以
上、公共工事で提供されるものは除く)。
・資格取得経費：建設関係資格の取得にかかる受講料、教材費、旅費など。
・現場見学会等開催経費：採用前の体験学習や講習会、
インターン実施にかかる諸経費。
・生産性向上講習会経費：施工技術や改善手法に
関する講習の受講料、講師謝金、教材費等。

■助成率・上限金額
・助成率は対象経費に 1／2を乗じた額または 上限50万円(いずれか低い額)。
■応募対象要件　※すべてに該当する必要あり
・広島県内に主たる営業所を持ち広島県知事の建設業許可を受けて建設業を営む中
小企業事業主で、建設労働者を雇用し、ハローワークまたは広島県求人情報サイ
ト等で求人を実施していること。
・県税の滞納や、過去3年以内に重大な労働関係法令違反などがないこと。
■申請期間
・令和7年11月28日(金)まで　※先着順で、予算枠に達した場合は終了

詳細は広島県ホームページをご覧ください。

建設業者支援！ 労働環境改善に助成金
「建設業労働環境改善等助成金」のご案内

ために
なったぞ

頑張って
見つけてね

　計画は変更される場合があります。広島県職業能力開発協
会ホームページ（http://www.hirovada.or.jp/）でご確認くだ
さい。
【実施計画】後期　【実施公示】9月1日(月)
【実施職種】(関係分)
（1級および2級)〈予定〉建築大工・型枠施工・防水施工・
配管・かわらぶき・コンクリート圧送・樹脂接着剤注入施
工・カーテンウォール施工・さく井・建築板金・鉄筋施工・
ガラス施工・塗装
（単一等級）〈予定〉バルコニー施工
（3級）〈予定〉建築大工・左官・配管・
かわらぶき・鉄筋施工
■受検申請受付：10月2日(木)～15日(水)
■実 技 試 験：(問題公表）11月28日(金)

(実　　施）12月5日(金)～
令和8年2月15日(日)

■学 科 試 験：令和8年1月25日(日)、
　2月1日(日)・4日(水)・8日(日)

■合 格 発 表：令和8年3月13日(金)

令和７年度　技能検定の実施計画（後期）
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　川柳の募集を行います。
　最優秀賞に選ばれた作品は、広建
新報2026年1月10日号で発表します。
以下の応募要項に従って、ご応募くだ
さい。
　皆さんもぜひホームページから作品
を見て投票（投票にはGoogleのアカウ
ントが必要）なさってみてください。
■参加資格：組合員とその家族
■応募要項：1人1作品。

川柳にはテーマを設けておりませんが、応募は未発表作品
に限ります。必ず応募票をハガキまたはFAXに貼り、川柳を
広島建労教宣部（〒733-0013　広島市西区横川新町8-12　
　FAX：082-294-0248）宛にお送りいただくか、
広島建労ホームページからご応募ください。
■ 賞 　：各賞は一般投票の結果で決定
【最優秀賞】1本…賞状、クオカード5千円分
【優 秀 賞】2本…賞状、クオカード3千円分
【佳　　作】4本…賞状、クオカード千円
■受付期間：7月10日(木)～10月17日(金)
■投票期間：10月22日(水)～11月7日(金)
(投票は1作品につき、最大1投票)
■発　　表：広建新報2026年1月10日号
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職人川柳の募集 教育宣伝部
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安全対策部
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みんなの
実力を見せる
のじゃ!!

私も応募して
みようかしら

ママが
応募するなら
私もする!

しっかり
確認のうえ
ご応募
くださいね

2025年（令和7年）9 月 10 日 発行第 812 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号 （2）



広島建労のホームページ URL:https://hiro-ken.com/　メールアドレス E-mail:hiroshimakenrou＠hiro-ken.com

51015202530354045建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

国民健康保険料の種別
区分変更について
10月は変更申告の月です。

第1種 一人親方・事業主 第2・3・4・5種 職人・従業員

　10月1日～31日までの１ヶ月間は、国民健康保険料の種別区分の変
更申告の期間です。
　令和7年10月1日時点で今までの就労形態と変わっているという組
合員さんは、忘れないよう変更申告をしてください。
　申告方法など詳細は所属の地域連合へ確認してください。

　お口の中にはたくさんの細菌が潜んでおり、その中に口臭の
原因となるニオイを作る細菌も含まれています。これらの細菌
はお口の中のどのような場所に潜んでいるのでしょうか？

　細菌は舌の上の舌苔の中に多く存在し
ます。
　舌苔とは、舌の上に溜まる白いコケのよう
なもので、食べ物のカスや剥がれ落ちた粘膜、
細菌のかたまりによって構成されています。
　口臭対策の1番の方法は、舌苔のケアです。
まずは自分の舌を観察して、舌苔が付いてい
ないかチェックしてみましょう。舌苔は舌の
奥の分界溝とよばれる溝の手前に特に溜まり
やすく、口臭を防ぐためにセルフケアが大切
です。

　歯垢とは歯の表面に付着する黄白色の汚れ
です。
　歯垢も細菌のかたまりで、歯垢1mgあたり
に10億個の細菌が生息しているといわれて
います。歯垢の中の細菌はネバネバした物質
を形成するため、歯垢は歯の表面にしっかり
とくっついています。
　特にハブラシが届きにくい歯と歯の間は歯
垢が溜まりやすくなっており、歯間ブラシな
どを用いて細部の歯垢を除去する必要があり
ます。

　歯垢などの汚れは人工歯（銀歯などの詰め
物）や入れ歯にも付着します。歯間ブラシや
タフトブラシ、入れ歯専用ブラシや義歯洗浄
剤などのアイテムでケアしましょう。

後期高齢者医療制度の早期該当について

高額介護合算療養費

支給までの流れ

　後期高齢者医療制度は、75歳の誕生日から加入する医療保険制度で
すが、65歳以上で（※）一定程度の障害をお持ちの方は、後期高齢者
医療制度に加入することができます。
　一定程度の障害をお持ちの方について
は、原則、本人の申請により後期高齢者医
療制度の認定を受けることになりますが、
お住まいの市区町によっては、福祉医療費
公費負担制度等の認定状況などにより、後
期高齢者医療制度認定の手続きを実施して
いるところもあるようです。
　右に記載の「後期高齢者医療資格確認書」
がお住まいの市区町から送られてきた方に
つきましては、建設国保の資格を喪失する
届け出が必要となりますので、所属の地域
連合窓口において手続きをしてください。

⑤ 建設国保からは高額介護合算療養費、介護保険者（市区町村）か
らは高額医療合算介護サービス費が、それぞれ支給されます。

④ 建設国保が支給額を計算し、介護保険者（市区町村）に計算結
果（支給額）を連絡します。

③ 被保険者は建設国保に②の証明書を添付して支給申請を行い
ます。

② ①の申請書を受付けた介護保険者（市区町村）から、「自己負担
額証明書」が交付されます。

① 介護保険の被保険者は、介護保険者（市区町村）に「支給兼自
己負担額証明書交付申請書」を提出します。

医療保険と介護保険の両方を利用する世帯において医療と介護の自己
負担の合計が高額となり、一定の額を超えた場合、超えた額が支給さ
れます。
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後 期 高 齢 者 医 療 資 格 確 認 書

広島県後期高齢者医療広域連合

有 効 期 限

交付年月日
令和●●年　７月３１日
令和●●年●●月●●日

昭和●●年●●月●●日

令和●●年●●月●●日

令和●●年●●月●●日

●割

印

3 3 4 X X X X9

広域　太郎

○○市○○町○○丁目○○番○○号

男

被保険者番号

生年月日

資格取得年月日

発行期日

一部負担金
の 割 合

保険者番号
並びに保険
者 の 名 称
及 び 印

住所被

保

険

者

氏名

●●●●●●●●

見
本

(※)一定程度の障害とは、主に次に該当する状態です。
〇国民年金法等における障害年金：1・2級
〇身体障害者手帳：1・2・3級および4級の一部
〇精神障害者保健福祉手帳：1・2級
〇療育手帳：Ⓐ・Ａ
詳しくは、市区町の担当窓口にお問い合わせください。

後期高齢者医療制度の
資格確認書見本〔広島県〕

お口を清潔に
して健康に

歯科健診を無料で受診することができます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

情報提供　サンスター株式会社

詰め物や入れ歯の汚れ

歯　　　垢

舌　　　苔

第3回

口臭の原因の大半はお口由来

予
告

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
！

　令和6年12月2日以降、従来の保険証が新たに発行され
なくなり、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行してい
ます。医療機関等受診の際はマイナ保険証又は資格確認書

を利用することとなります。
マイナンバーカードの保険証利用

登録がお済みでない方は、マイナポー
タルやセブン銀行ATM、医療機関や薬
局で顔認証付きカードリーダーから
でも利用登録ができます。

マイナンバーカードを保険証として利用すること
で、医療費・薬剤情報の閲覧も可能となっており、こ
れにより初めて受診する医療機関等でも、より適切な
医療が受けられるようになります。また、限度額適用
認定証の手続きなしで高額療養費の自己負担限度額
を超える支払いが不要になります。

Q

舌の汚れ舌乳頭

舌表面上の舌乳頭

舌の断面

歯垢

分界溝
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歳　入� （単位：千円）

令和6年度広島県建設国民健康保険組合歳入歳出決算構成比

歳出額
6,600,583,091
（100％）

保険給付費
3,609,592,895
（54.686%）後期高齢者

支援金等
1,441,695,070
（21.842%）

単位　円
（　　）内は構成比率

介護納付金
662,643,851
（10.039%）

前期高齢者納付金等
323,364,957
（4.899%）

組合会費　3,374,956
（0.051%）

総務費
178,749,558
（2.708%）

積立金　5,000,000
　（0.076%）

保健事業費
198,312,881
（3.004%）

諸支出金　7,046,923
（0.107%）

共同事業拠出金
170,802,000
（2.588%）

国民健康保険料
3,245,462,400
（44.065%）

国庫支出金
2,932,766,512
（39.819%）

共同事業交付金
148,781,000
（2.020%）

繰入金
453,000,000
（6.150%）
繰越金

508,549,323
（6.905%）

財産収入
10,454,703
（0.142%）

出産育児交付金
1,627,804
（0.022%）

諸収入
64,609,157
（0.877%）

歳入額
7,365,250,899
（100％）

歳　出� （単位：千円）

１．歳入の部
予算現額 7,806,110,000円
決 算 額 7,365,250,899円

１．歳出の部
予算現額 7,806,110,000円
決 算 額 6,600,583,091円

１．収支差引額 764,667,808円

１．処分積立金
財政調整積立金 24,000千円

第２号議案　　不当利得による療養給付費徴収金等を、次のとおり
不納欠損処分することが承認されました。

第５号議案　　令和６年度歳入歳出決算剰余金を次のように
処分することが承認されました。

第４号議案　　令和6年度高額療養費と出産育児一時金の貸付
金会計が次のとおり報告、承認されました。

第３号議案　　令和6年度の歳入歳出決算について、次のとおり
報告、承認されました。

第６号議案　　積立金を取り崩して国保会計に繰り入れ
処分することが承認されました。

第７号議案　　令和7年度歳入歳出予算を次のとおり補正する
ことが承認されました。

款 項 予算現額 補正額 補正後の予算額

４国庫支出金
3,051,485 △89,344 2,962,141

２国庫補助金 3,035,969 △89,344 2,946,625

８共同事業
　交付金

152,771 △2,593 150,178
１共同事業
　交付金 152,771 △2,593 150,178

11繰越金
738,582 26,085 764,667

１繰越金 738,582 26,085 764,667

12繰入金
168,003 24,000 192,003

４財政調整　　
積立金繰入金 146,000 24,000 170,000

歳　　入　　合　　計 7,465,968 △41,852 7,424,116

款 項 予算現額 補正額 補正後の予算額

２総務費
176,149 13,043 189,192

１総務管理費 169,500 13,043 182,543

４後期高齢者
　支援金等

1,511,803 △59,608 1,452,195
１後期高齢者
　支援金等 1,511,803 △59,608 1,452,195

５前期高齢者
　納付金等

452,733 △119,353 333,380
１前期高齢者
　納付金等 452,733 △119,353 333,380

８共同事業
　拠出金

187,774 △3,222 184,552
１共同事業
　拠出金 187,774 △3,222 184,552

13予備費
280,937 127,288 408,225

１予備費 280,937 127,288 408,225
歳　　出　　合　　計 7,465,968 △41,852 7,424,116

１．決算剰余金
歳　入　決　算　額　　　7,365,250,899円
歳　出　決　算　額　　　6,600,583,091円

　決　算　剰　余　金　 　 764,667,808円

２．決算剰余金処分
　繰　　　越　　　金　 764,667,808円

３．処分の要旨
　段階的に進められてきた年金制度改革に伴う被用者保険の適用拡大は、今
後、賃金要件や企業規模要件などが撤廃される方向性となっており、この影
響は更なる被保険者の減少へと継続していくものと見込まれ、また、団塊の
世代が後期高齢者医療制度に移行したことによる拠出金等の負担において
も、当面高止まりのまま推移していくことが予想されるとともに、薬剤を含
めた医療費等の高額化などにおいても影響が懸念されるところであり、これ
らのことを考慮し剰余金の全額を次年度に繰越すものです。

１．不納欠損処分額
442,269円

２．処分する療養給付費徴収金等の内訳
⑴療養給付費徴収金

⑵不正利得に係る加算金
257,971円×40／100＝103,188円

３．不納欠損処分をする理由
　中国四国厚生局の指導監査により不正請求等が判明した医療機関に対し、
当該不正利得及び不当利得に係る療養給付費の返還並びに不正利得に係る
加算金の請求をしておりましたが、当該医療機関開設者の破産申立てに対
し、令和7年2月18日に広島地方裁判所において支弁財産の不足による破産
手続の廃止並びに免責許可の決定がなされ、当該徴収金等を徴収することが
困難となったため、不納欠損処分として整理するものです。

区分 年度 件数 費用額 一部負担額 保険者
負担額 未納額 不　納

欠損額
不正 R６ 50 360,780円 102,809円 257,971円 257,971円 257,971円

不当 R６ 29 110,500円 29,390円 81,110円 81,110円 81,110円

は73億6,525万0,899円となりました。
　歳出においては、その大半を占める保険給付費のうち療養給付費は、診療
報酬の改定及び被保険者の異動に伴う医療費の動向を加味し、前年度より
5,034千円増の、当初予算額37億42,758千円としておりましたが、当初予算
額を6億0,426万7,072円下回っての31億3,849万0,928円の支出額となり、
保険給付費全体では36億0,959万2,895円となりました。他、後期高齢者支
援金14億4,169万5,070円、前期高齢者納付金3億2,336万4,957円、介護納
付金6億6,264万3,851円を決定通知額により支出し、歳出総額では、予算現
額を12億0,552万6,909円下回る、66億0,058万3,091円となり、このことに
より歳入歳出差引額は7億6,466万7,808円となり、令和6年度実質単年度収
支においては、過年度分国庫支出金及び前年度からの繰越金、並びに積立金
からの繰入金を差し引いてのマイナス2億4,881万1,653円となりました。

　基　　金　　総　　額 20,000,000円
５年度貸付金未返済額 0円
貸　　　付　　　額 0円
貸　付　返　済　額 0円
貸 付 金 未 返 済 額 0円
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第114回広島県建設国民健康保険組合組合会を
次のように開催しました。

１．日　　時　令和7年7月31日（木）　　自　午後12時30分
２．場　　所　広島市西区横川新町13番12号　国保会館3階
３．議　　案

⑴第１号議案　令和6年度広島県建設国民健康保険組合事業実績報告の認
定について

⑵第２号議案　療養給付費徴収金等不納欠損処分の承認について
⑶第３号議案　令和6年度広島県建設国民健康保険組合歳入歳出決算の認

定について
⑷第４号議案　令和6年度広島県建設国民健康保険組合保険給付資金貸付

金会計について
⑸第５号議案　令和6年度広島県建設国民健康保険組合歳入歳出決算剰余

金の処分について
⑹第６号議案　積立金の処分について
⑺第７号議案　令和7年度広島県建設国民健康保険組合歳入歳出予算補正

について

令和6年度広島県建設国民健康保険組合事業実績報告

第１．総括
１．はじめに
　全世代型社会保障法が施行され、超高齢社会・人口減少へと進む2040年
を視野に、能力に応じて全世代で支え合う「全世代型社会保障」の構築に向
け、先ずは最も緊急を要する少子化対策としての、子育て並びに若者世代へ
の支援の整備等が動き出しました。
　令和6年度においても、被保険者の健康の保持・増進、また予防・健康づ
くりのため保健事業を進めてまいりましたが、人生100年時代において健康
寿命の延伸がより重要となり、共に支え合うことで社会保障制度の持続性が
高まることとなることからも、今後においても事業の安定運営を念頭に、被
保険者の疾病予防、健康づくりを進めてまいりますので、組合員をはじめご
家族並びに、各地域連合役職員の方々の益々のご理解ご協力をお願い申し上
げます。

２．被保険者の状況
　家族被保険者において、被用者保険の適用拡大及び後期高齢者医療制度等
の、他保険への異動は前年度を上回るものとなりましたが、組合員について
は後期高齢者医療制度への異動はあるものの、特定被保険者等の加入により
前年度を下回る状況となりました。令和6年度予算基礎人員については、過去
5箇年の伸び率等から推計し、組合員9,916人・家族10,678人・計20,574人
としておりましたが、組合員においては予算基礎人員を140人上回る10,056
人で、家族は154人下回っての10,524人となり、計20,579人（内、特定被保
険者6,089人・構成比29.6パーセント）となりました。他、介護保険第2号被
保険者（40歳以上65歳未満被保険者）は、構成比43.1パーセントで前年度
より120人減の8,865人、又65歳以上の前期高齢者は、構成比13.1パーセン
トで前年度より179人減の2,703人となっております。

３．国民健康保険料の状況
　令和6年度国民健康保険料を、医療給付費分22億08,205千円、後期高齢者
支援金分6億32,978千円、介護納付金分3億79,008千円とそれぞれ予算計上
させていただいておりましたが、医療給付費分22億3,824万1,600円、後期
高齢者支援金分6億3,495万3,800円、介護納付金分3億7,226万7,000円、計
32億4,546万2,400円で、若干予算額を上回る収納額となりました。今年度
におきましても100％の収納率となりましたこと、組合員各位のご理解ご協
力と、各地域連合役職員皆様の並々ならぬご尽力に感謝申し上げます。

第１号議案　　令和６年度の事業実績について、次のように報告、
承認されました。

広島県建設国民健康保険組合

告公
４．国庫支出金（補助金）・共同事業交付金の状況
　令和4年度実施した国保組合市町村民税課税標準額調査の結果、平均課税
標準額が前回調査額を上回り、普通調整補助金が減額になったことにより、
令和6年度療養給付費補助金は、前年度より2億0,224万2,560円減の18億
3,664万6,159円となり、特別調整補助金での激変緩和措置を受けるも、国
庫補助金全体では過年度分5,193万0,138円を加え、前年度より1億2,931万
0,983円減の29億8,469万6,650円で、被保険者1人当り14万5,036円を収納
いたしました。
　又、少子化対策として、子育てを全世代で支援するため、後期高齢者医療
制度より出産育児一時金に係る費用の一部を支援するための仕組みが導入
され、令和6年度の交付金として162万7,804円を収納いたしました。次に高
額医療費共同事業交付金は、前年度においては1,000万円超分の高額医療費
共同事業交付金を受けましたが、令和6年度においては1,000万円以下分の高
額医療費共同事業交付金のみであったため、前年度より4,519万2,000円減
の1億4,878万1,000円を収納いたしました。

５．保険給付費の状況
コロナ禍後徐々に増加してきた医療費ですが、令和6年度において、後期

高齢者医療制度並びに、家族被保険者の他保険への異動に起因するものか、
前期高齢者に係る入院医療費をはじめとして、家族被保険者の入院外医療費
も前年度を大きく下回ったことにより、療養給付費全体では、前年度より4
億0,502万8,174円減の44億2,684万8,273円となりました。高額療養費につ
いても、現物給付分が前年度より7,503万2,478円減少し、全体で3億4,729
万3,880円となり、その他の給付においても、全体で前年度を2,305万1,655
円減の8,102万8,546円となりました。

６．医療費適正化の状況
　令和6年度、医療費適正化事業におけるレセプト（診療報酬明細書）点検
結果は、被保険者資格関係の点検について330万2,768円、保険診療請求内容
点検1,045万3,171円で、全体で1,375万5,939円と前年度を35万5,714円上
回っての点検結果となりました。又、交通事故等の第三者行為について、被
保険者が保険診療を受けることにより代位取得したものについて、今年度の
もの469万5,957円、前年度からのもの86万0,202円を合わせ、555万6,159
円の調定額となり求償を進めました。これら求償事務等は各組合員をはじ
め、被保険者の届出により結果がでるもので、組合からの傷病に対する原因
照会について、73.6パーセントの回答率でご協力いただきましたこと、感謝
いたすところでありますが、前年度の回答率78.5パーセントより4.9ポイン
ト減少しており、近年この減少傾向が続いておりますので、医療費適正化の
ため益々のご協力をお願い申し上げます。

７．保健事業・特定健康診査の状況
　保健事業は、組合員及び組合員の世帯に属する被保険者の健康の保持増進
のため行うべき事業であります。今年度におきましても、前年度と同様に各
事業へ参加または活用をしていただき、各組合員及びご家族、並びに各地域
連合役職員の方々のご理解ご協力、誠に有難うございました。令和6年度特
定健康診査につきましては、前年度より2.11ポイント減の実施率44.67パー
セントではありますが、5,355人の該当被保険者の受診となりました。
又、今後益々重要な検診となる肺がん（アスベスト）検診においても、367

人と前年度を上回る実施となっています。又、医療費適正化に繋がる事業で
ある後発医薬品（ジェネリック医薬品）差額通知におきましては、後発医薬
品への変更の趣旨を十分ご理解していただき、削減効果額5,444万8,395円
で、前年度を2.31ポイント上回る、普及率79.42パーセントとなりました。
　今後においても、ご自身の健康保持、並びに疾病予防及び、重症化予防に
ご活用していただき、そのことが国保組合の安定運営につながるものとなり
ますので、引き続き特定健康診査並びに、各健診事業を含む保健事業へのご
理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。

８．収支の状況
　歳入において、国民健康保険料は被用者保険適用拡大等による家族被保険
者の異動、あるいは後期高齢者医療制度への異動を加味し、当初予算額32億
20,194千円としておりましたが、予算額に対し2,526万8,400円上回っての
32億4,546万2,400円の収納額となり、国庫支出金においては、近年の被保
険者の異動による医療費の動向、並びに拠出金の増減等から算出した補助対
象経費に対して、国が示す国庫補助金計上割合を加味するも、令和4年度に
行った国保組合市町村民税課税標準額調査結果による普通調整補助金の減
額も相まって、予算額33億98,653千円を4億6,588万6,488円下回る、29億
3,276万6,512円の収納となりました。あと前年度からの繰越金5億0,854万
9,323円、並びに積立金からの繰入金4億5,300万0,000円を含め、歳入総額
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地連名 件数

第１地連 福 山 ２（１）

第２地連 芦 品 １

第６地連 江田島 （１）

第７地連 広 島 １（１）

第９地連 広島北 １

計 ５ （３）
（　） 内は一人親方

8月1日の
組織人員
11,696人

転
落
や
動
作
の
反
動
事
故

補
償
や
安
全
作
業
を
学
ぶ

折
り
鶴
の
糸
通
し
と

か
ず
ら
編
み
か
ご
作
り

フ
レ
イ
ル
予
防
に
体
操

体
が
軽
く
な
っ
た
よ
う

大
工・左
官・各
職
の
技
術

各
会
場
で
計
40
人
が
受
講

建
築
確
認
状
況
の
講
義

定
員
に
達
す
る
盛
況
ぶ
り

金
づ
ち
・
釘
の
使
い
方

教
え
な
が
ら
共
に
作
業

第１地連第１地連
福 山福 山

第８地連第８地連
広 島 西広 島 西

第９地連第９地連
広 島 北広 島 北

１・２地連１・２地連
合 同合 同

第１地連第１地連
福 山福 山

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

　

【
主
婦
の
会
・
中
井
俊
予
】

令
和
７
年
７
月
５
日(

土)

、
広

島
西
会
館
に
お
い
て
、
11
時
よ

り
子
ど
も
５
人
を
含
む
14
人
で
、

慰
霊
祭
に
献
納
す
る
折
り
鶴
の

糸
通
し
を
行
い
、
千
羽
鶴
に
仕

上
げ
ま
し
た
。

　

【
主
婦
の
会
・
松
田
望
央
】

　

６
月
21
日(

土)

、
健
康
教
育

講
座
と
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に

役
立
つ
健
康
体
操
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
主
婦
の
会
会

員
８
人
と
、
10
地
連
か
ら
お
招

き
し
た
片
山
講
師
の
計
９
人
で

し
た
。

　

講
座
で
は
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
ボ

ー
ル
を
使
い
、
椅
子
に
座
っ
た

ま
ま
で
き
る
体
操
を
行
い
ま
し

た
。
体
を
伸
ば
し
た
り
、
ほ
ぐ

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
普
段
あ

ま
り
使
わ
な
い
部
分
も
動
か
す

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
気
持
ち

よ
く
、
体
が
軽
く
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
さ
な
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
、
鎖
骨
や
足
裏
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
リ
ン
パ
の
流
れ
を
促
す

体
操
も
行
い
、
体
が
ス
ッ
キ
リ

　

【
大
工
技
術
専
門
委
員
・
中

島
才
晴
】
６
月
27
日(

金)

19
時

30
分
か
ら
、
第
１
地
連
福
山
会

館
３
階
会
議
室
で
、
東
部
建
築

確
認
セ
ン
タ
ー
の
藤
原
代
表
と

五
十
川
審
査
課
長
を
お
招
き
し
、

令
和
７
年
４
月
以
降
の
建
築
確

認
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て

　

【
組
織
副
専
門
委
員
・
柿
田

周
弥
】
６
月
22
日(

日)

午
前
９

時
か
ら
、
坂
町
ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
親
子
木
工
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
飾
り
棚
を
作
る
作
業

で
、
組
合
員
８
人
が
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
に
金
づ
ち
の
使
い

方
や
釘
の
打
ち
方
を
教
え
な
が

ら
、
一
緒
に
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
形
が
で
き
た
あ
と
は
、
紙

や
す
り
で
仕
上
げ
る
工
程
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

途
中
、
釘
が
曲
が
っ
た
り
、

違
う
場
所
に
打
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

　

午
後
か
ら
は
、
「
あ
や
か
ず

ら
」
を
主
催
さ
れ
て
い
る
高
橋

先
生
を
招
い
て
「
か
ず
ら
編
み

の
か
ご
作
り
」
を
開
催
し
、
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
か
ず
ら
編
み
に
、

皆
さ
ん
は
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し

と
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　

誰
で
も
簡
単
に
取
り
組
め
る

内
容
で
、
自
宅
で
も
す
ぐ
に
実

践
で
き
そ
う
で
す
。

　

講
師
の
片
山
先
生
の
お
話
も

と
て
も
楽
し
く
、
終
始
笑
い
が

絶
え
な
い
、
心
も
体
も
元
気
に

な
れ
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

【
教
宣
副
専
門
委
員
・
野
田

芳
史
】
１
・
２
地
連
合
同
技
術

講
習
会
が
、
７
月
６
日(

日)

、

福
山
高
等
技
術
専
門
校
で
開
催

さ
れ
、
大
工
・
左
官
・
各
職
の

講
習
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
大
工
12
人
、

左
官
８
人
（
う
ち
受
講
者
３
人
）
、

各
職
20
人
、
講
師
３
人
の
計
40

人
で
し
た
。
第
１
地
連
・
門
主

地
連
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、

各
会
場
に
分
か
れ
て
講
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。

講
義
い
た
だ
く
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
に
関
心
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
早
く
か
ら
30
人

の
定
員
に
達
す
る
盛
況
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。
夜
間
で
休
憩
な

し
の
２
時
間
に
及
ぶ
講
習
会
と

な
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は

親
子
で
協
力
し
な
が
ら
、
無
事

21
日　

青
年
部
健
康
講
演
会(

モ
ル
ッ
ク)

　

第
８
地
連
大
工
技
術
講
習
会

25
〜
26
日　

第
７
地
連
ド
ロ
ー
ン
講
習
会

27
日　

第
10
地
連
主
婦
の
会
親
睦
旅
行

28
日　

丸
の
こ
特
別
教
育

　

第
１
地
連
社
保
対
部
日
帰
り
研
修
旅
行

　
７
日　

第
７
地
連
青
年
部
集
会

11
日　

第
４
地
連
特
定
健
診(

東
広
島
会
場)

12
日　

第
４
地
連
特
定
健
診
・
肺
が
ん(

ア
ス

　

ベ
ス
ト)

検
診(

東
広
島
会
場)

16
日

第
４
地
連
特
定
健
診(

竹
原
会
場)

　

第
５
地
連
特
定
健
診(

安
芸
津)

　

第
８
地
連
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
安
全
講
習
会

17
日　

第
10
地
連
料
理
講
習
会

19
日　

足
場
特
別
教
育

　

第
１
地
連
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

第
８
地
連
青
年
部
交
流
会

20
日　

第
２
地
連
安
全
講
習
会

24
日　

第
10
地
連
ア
ス
ベ
ス
ト
検
診
・
安
全
講
習
会

25
日　

第
４
地
連
特
定
健
診(

三
原
会
場)

26
日　

第
１
地
連
青
年
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

第
４
地
連
特
定
健
診(

三
原
会
場)

　

第
５
地
連
肺
が
ん
検
診（
呉
）

31
日　

第
２
地
連
特
定
・
節
目
検
診(

芦
品)

▼
９
〜
10
月
の
行
事
予
定
▲

9月10月

内　容 件数

転 墜 落 ４

転 倒 ２

工 具 ・ 機 械 １

熱 中 症 １

計 ８

労働災害地連別件数一覧表
令和7年7月分

労災保険に入りましょう

令和６年度・佳作

ゆ
と
り
こ
そ

無
事
故
に
繋
が
る

プ
ロ
の
ワ
ザ

労働安全標語

第6地連江田島
長田　恵子さん

※あくまで予定です(後日変更あり)。詳細は県本部または所属の地連までお問い合わせください。

簡潔にまとめられた講義で学ぶ参加者

門
主
地
連
長
の
あ
い
さ
つ

【各職】補修キットを使う
フローリングのリペア方法に興味津々

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
ガ
ン
バ
ル
ー
ン

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
体
操

【
左
官
】
検
定
さ
な
が
ら

塗
り
窓
に
取
り
組
む
参
加
者

高
橋
先
生
の
か
ず
ら
編
み
の

実
演
説
明
に
皆
さ
ん
注
目

完
成
し
た
飾
り
棚
に

何
を
置
こ
う
か
な
♪

お
疲
れ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

講
義
は
内
容
を
簡
潔
に
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
２

時
間
で
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
今

後
も
継
続
的
に
開
催
す
べ
き
だ

と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
兄
弟
で
参
加
し
た
人
も

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

教
室
で
は
完
成
し
た
作
品
を

見
て
、
「
何
を
置
こ
う
か
な
」

と
考
え
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
も

見
ら
れ
、
最
後
は
皆
さ
ん
満
足

労災事故発生原因

　

大
工
講
習
で
は
、
硝
子
繊
維

協
会
の
大
谷
内
講
師
よ
り
、
充

　

【
安
対
専
門
委
員
・
髙
垣
征

二
】
６
月
19
日(

木)

19
時
30
分

か
ら
、
第
１
地
連
福
山
事
務
所

３
階
で
、
安
全
講
習
会
を
開
催

し
、
27
人
が
参
加
。
門
主
地
連

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
福
山
労

働
基
準
監
督
署
の
丹
生
労
災
第

一
課
長
お
よ
び
杉
井
労
働
基
準

監
督
官
よ
り
、
安
全
衛
生
と
労

災
補
償
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
建
築

業
の
労
働
災
害
で
多
い
事
例
と

し
て
、
転
落
や
動
作
の
反
動
に

よ
る
事
故
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
労
災
補
償
に
関
す
る
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
と
、

県
・
安
全
対
策
部
の
花
﨑
部
長

た
が
、
形
が
で
き
て
く
る
と
次

第
に
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、
先

生
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
て
、
16

時
に
は
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
じ
材
料
を
使
っ
て
い
て
も
、

手
に
よ
っ
て
形
が
異
な
り
、
個

そ
う
に
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
大
工
さ

ん
に
な
り
た
い
」
と
書
い
て
く

れ
た
子
も
い
て
、
う
れ
し
い
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
子
木
工
教
室
が
、

少
し
で
も
組
合
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

填
断
熱
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

っ
た
説
明
の
後
、
細
部
の
注
意

点
を
確
認
し
な
が
ら
断
熱
材
の

施
工
を
行
う
「
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル

断
熱
施
工
技
術
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
制
度
・
施
工
技
術
講
習
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
官
講
習
で
は
、
左
官
・
各

職
専
門
委
員
の
真
田
講
師
（
第
２

地
連
）
の
指
導
の
下
、
技
能
検

定
の
課
題
で
あ
る
塗
り
窓
（
１
・

性
豊
か
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。
「
何
を
入
れ
よ
う
か
…
」
と
、
出
来
栄
え
に
喜
ぶ
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

２
級
）
の
検
定
時
に
お
け
る
塗

る
順
番
や
墨
出
し
の
注
意
点
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
職
講
習
で
は
、
リ
ペ
ア
を

仕
事
と
し
て
い
る
組
合
員
の
竹

山
さ
ん
（
第
１
地
連
）
が
講
師

と
な
り
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

購
入
で
き
る
補
修
キ
ッ
ト
を
使

用
し
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
リ
ペ

ア
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
、
今
後
も

技
術
講
習
と
併
せ
て
こ
の
よ
う

な
講
習
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
片

付
け
と
清
掃
を
行
い
、
閉
会
式

で
は
、
第
２
地
連
・
高
橋
地
連

長
の
挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
か
ら
指
導

を
受
け
、
要
点
を
学
び
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

に
よ
る
労
災
事
故
や
安
全
な
作

業
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、

講
習
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
作
業
の
徹
底
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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